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　取材で「観光写真コンクール」の
審査会に参加しましたが、応募作
品のレベルの高さに驚くとともに、
自然風景や四季折々の美しさなど
が収められた写真を見ることで京
丹波町の良さを改めて感じまし
た。今回感じたことを生かすため
にも、町の魅力が伝わる写真、見
る人に感動を与える写真が撮影で
きるよう、風景写真などにも挑戦し
ながら、技術力向上を目指してが
んばりたいと思います。（Ｋ）
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記
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人のぬくもりと
ふれあいが奏でる躍動のまち
丹波高原文化の郷●京丹波
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5月号

第5回

今回の
料    理

■栄養価（1人分）

エネルギー

203kcal

たんぱく質

18.5g

脂質

7.7g

カルシウム

90mg

食物繊維

3.7g

塩分

0.5g

　

口
当
た
り
の
や
わ
ら
か
い
の
は
春
キ
ャ

ベ
ツ
で
す
が
、年
間
を
通
し
て
キ
ャ
ベ
ツ

は
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
食
材
の
一
つ
で
す
。

手
早
く
調
理
す
る
こ
と
で
食
材
の
旨
味

と
歯
ご
た
え
が
味
わ
え
る
と
と
も
に
、た

く
さ
ん
の
野
菜
の
量
が
摂
れ
ま
す
。

　

ま
た
、春
の
旬
の
食
材
と
し
て
は
、わ
ら

び
や
ぜ
ん
ま
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。旬
は
一

瞬
で
あ
り
、旬
の
食
材
を
包
み
込
ん
で
も
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、い
ろ
い
ろ
な

味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〈
次
回
は
八
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
〉

一
言
ア
ド
バ
イ
ス

食生活改善推進員協議会

 庶務  上田 百合子さん
 （曽根）

うえ　   だ　　  ゆ　　り　　こ

「
春
キ
ャ
ベ
ツ
の

  

カ
ラ
フ
ル
巻
き
」

1日に必要な野菜の量
は300～350g。このメ
ニューでは117.5gの
野菜が取れます。

■作り方
①キャベツの葉は根元から1枚ずつ切ってはがし、
たっぷりの湯で色よくゆでる。
　＊キャベツの葉に熱湯をかけておくと、はがしやすくなります。
②ニンジンは千切り、タケノコとシメジ、ネギは細
切り、春雨はゆでてから5cm程度に切る。
③鶏ひき肉とニンジン、タケノコ、シメジを炒め、
塩・コショウで味付けをする。
④③に春雨とネギを加え、水で溶いた片栗粉を入
れて軽く炒めた後、具材を8等分する。
⑤薄焼き卵を4枚つくる。
⑥キャベツの葉を広げ、4枚は卵と④の具材、残り
4枚はハムと④の具材をのせて巻き込む。
⑦食べやすい大きさに切り、からししょうゆやお好
みのドレッシングを添える。

【材料（4人分）】
◆春キャベツの葉（大） 8枚
◆ニンジン ……………80g
◆ゆでタケノコ ………50g

◆ネギ ……………50g
◆シメジ …………50g
◆春雨（乾） ………20g

◆鶏ひき肉 ……200g
◆卵 ………………2個
◆ハム ……………4枚

＜調味料＞
◇塩・コショウ …少々
◇水 …………大さじ1
◇片栗粉 ……大さじ1

準特選 「大簾峠の雲海」

 特選 「紅葉勇美」

準特選 「秋音」 準特選 「花一輪」

準特選 「夢幻」
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表紙写真は、町観光写真コンクールで特選・準特選を
受賞した作品。受賞作品には、有名な観光名所やこれ
までに知られていなかった風景などが収められ、それ
ぞれの作品を通じて京丹波町の魅力や特色が表現さ
れています。（上記写真は3月24日の審査会風景、関
連記事は15ページに掲載）

緊急患者の命を救う「ドクターヘリ」

都市計画区域の整備方針などを示す
「都市計画マスタープラン」を策定

人の動き

暮らしのガイド
―気象警報・注意報を市町村ごとに発表します

Dr’s Message いきいき健康術

新団長に梅原好範氏が就任
―京丹波町消防団入退団及び役員任命式

気持ちを新たに学校生活がスタート
―入学・入園式

歴史と文化を伝える人形展
―ふるさと人形展

梅を生かした地域づくり
―下大久保梅林事業完成式

交通事故防止を目指して
―「春の全国交通安全運動」街頭啓発パレード

きれいな道路環境で町のイメージアップを
―ボランティア・ロード丹波

新たな町の魅力を発掘
―京丹波町観光写真コンクール

年々深まる都市と農村の交流
―和知ふるさと農園開園式

  
シリーズ

   地元で採れる旬の食材を
使った料理レシピ 

今月の表紙
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緊
急
患
者
の
命
を
救
う

重
症
患
者
に
専
門
的
な
処
置
を
行
う
医
療
機
関
か
ら

離
れ
た
地
域
で
の
救
命
率
向
上
を
目
指
し
て
、四
月
十
七

日
に
運
行
が
開
始
さ
れ
た「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」。今
回
は
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
概
要
を
は
じ
め
、運
行
前
に
行
わ
れ
た

実
地
訓
練
や
救
急
隊
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
交
え

て
、京
都
中
部
広
域
消
防
組
合（
消
防
組
合
）と
医
療
機

関
な
ど
が
連
携
し
た
、町
民
の
み
な
さ
ん
の
安
心
・
安
全

を
守
る
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は

緊
急
患
者
の
輸
送
手
段
と
し
て
は
、

主
に
救
急
車
が
使
わ
れ
ま
す
が
、本
町

の
よ
う
な
山
間
地
域
で
専
門
的
な
処
置

を
行
う
医
療
機
関
ま
で
の
搬
送
に
多
く

の
時
間
を
要
す
る
場
合
、搬
送
時
間
の

短
縮
に
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、医
療

処
置
が
行
え
る
救
急
専
門
医
と
看
護

師
を
乗
せ
、救
急
医
療
に
必
要
な
人
工

呼
吸
器
や
除
細
動
器
な
ど
の
機
器
を
備

え
た
専
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
患
者
の

も
と
へ
緊
急
出
動
し
、適
切
な
救
命
処

置
を
施
し
な
が
ら
、救
急
医
療
機
関
へ

迅
速
に
搬
送
す
る
の
が「
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
」で
す
。

 

運
行
範
囲
と
出
動
体
制

今
回
導
入
さ
れ
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、

京
都
府
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県
が
共
同
運

航
し
、京
都
府
は
亀
岡
市
以
北
の
地
域
、

兵
庫
県
は
北
部
地
域
、鳥
取
県
は
東
部

地
域
を
運
航
範
囲
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
公
立
豊
岡
病
院（
兵

庫
県
）を
基
地
病
院
と
し
、出
動
要
請
が

あ
れ
ば
、基
地
病
院
か
ら
各
地
域
の
臨

時
発
着
場（「
表
１
参
照
」）に
着
陸
し

て
、救
命
処
置
や
適
切
な
医
療
機
関
へ

の
搬
送
を
行
い
ま
す
。（「
表
２
」参
照
）

 

要
請
方
法
や
費
用
負
担

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、毎
日
運
航
し
て
お

り
、お
お
む
ね
午
前
八
時
三
〇
分
―
日

没
三
〇
分
前
ま
で
現
場
へ
出
動
し
ま

す
。た
だ
し
、有
視
界
飛
行
の
た
め
、霧

や
雪
、強
風
な
ど
の
悪
天
候
、日
没
以
降

の
夜
間
な
ど
は
運
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、出
動
要
請
は
消
防
組
合
が
行

う
た
め
、一
般
の
方
が
個
別
に
要
請
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。　

ま
た
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
の
搬
送
に
か

か
る
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、救

急
現
場
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
内
で
の
医
療

行
為
に
つ
い
て
は
、病
院
受
診
と
同
様

に
、医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

［表1］ 町内の「臨時発着場（ランデブーポイント）」 ［表2］ ドクターヘリの出動フロー図

＊ドクターヘリが離着陸する場合、消防職員などの指示に従い速やかに退避してください。
　また、着陸後は救命治療を行いますので、近寄らないでください。

蒲生野中学校グラウンド／竹野小学校グラウ
ンド／丹波ひかり小学校グラウンド／下山小学
校グラウンド

瑞穂中学校グラウンド／桧山小学校グラウンド／
明俊小学校グラウンド／質美小学校グラウンド／
三ノ宮農村公園グラウンド／グリーンランドみ
ずほ多目的グラウンド　

和知中学校グラウンド／和知小学校グラウンド／
わちグラウンド

丹波地区

瑞穂地区

和知地区

消防本部
公立豊岡病院（基地病院）
ドクターヘリ運航管理室

臨時発着場
（救急車とランデブー）

①
救
急
要
請

②
救
急
車
出
動

⑤
病
院
搬
送

    （
基
地
病
院
）

⑤病院搬送

④
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動

③ドクターヘリ
　出動要請

災害拠点病院
救命救急センター

救急現場

ヘリ内部
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四
月
十
四
日
、町
内
で
緊
急
患
者
が

発
生
し
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
南
丹
病
院

ま
で
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
想
定

で
行
わ
れ
た「
実
地
訓
練
」。運
行
開
始

を
目
前
に
控
え
、消
防
組
合
隊
員（
隊

員
）や
地
元
の
医
療
機
関
関
係
者
ら
が

参
加
し
、緊
迫
し
た
状
況
の
中
で
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
地
訓
練
は
、通
報
を
受
け
た
隊
員

か
ら
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
要
請
を

合
図
に
開
始
。訓
練
が
始
ま
る
と
、隊

員
は
患
者
を
救
急
車
で
搬
送
し
、臨
時

発
着
場
で
あ
る
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

急
行
。現
場
に
到
着
す
る
と
、土
煙
な

ど
の
飛
散
を
防
ぐ
た
め
の
散
水
や
周
囲

の
安
全
確
保
を
行
い
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

誘
導
員
を
配
置
し
て
待
機
。ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
、要
請
を
受
け
て
約
二
十
五
分

で
到
着
し
、搭
乗
し
て
い
た
専
門
医
と

看
護
師
が
救
急
車
内
で
医
療
処
置
を

行
っ
た
後
、患
者
を
ヘ
リ
に
搬
送
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、実
地
訓
練
で
は
、ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
概
要
や
装
備
し
て
い
る
医
療
機
器

な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
、公
立
豊
岡
病

院
・
但
馬
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
の

小
林
誠
人
医
師
が「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は

緊
急
患
者
の
命
を
救
う
た
め
に
運
行
さ

れ
る
の
で
、現
場
の
判
断
に
よ
り
、必
要

に
応
じ
て
要
請
し
て
く
だ
さ
い
」と
話

し
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
積
極
的
な
活
用

を
関
係
者
ら
に
伝
え
ま
し
た
。

こ  

ば
や
し
ま
こ  

と

四
月
十
七
日
か
ら
の
運
行
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
実
施
さ
れ
た「
実
地
訓
練
」。グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
を

舞
台
に
、実
践
さ
な
が
ら
の
白
熱
し
た
訓
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

消
防
指
令
室
が
一
一
九
番
通
報
を
受

け
た
時
、電
話
で
病
気
の
症
状
や
け
が

の
程
度
な
ど
を
確
認
し
、ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
が
必
要
で
あ
れ
ば
要
請
し
ま
す
。基

地
病
院
で
あ
る
公
立
豊
岡
病
院
か
ら
本

町
の
臨
時
発
着
場
ま
で
は
百
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
圏
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、要
請
後

約
二
十
五
分
で
到
着
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。し
か
し
、実
際
に
救
急
隊
員
が
現

場
で
患
者
の
状
態
を
確
認
し
、必
要
が

な
い
と
判
断
す
れ
ば
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
着
陸
す
る

場
合
、台
風
並
み
の
風
圧
が
発
生
し
、

飛
散
物
や
土
煙
な
ど
を
巻
き
上
げ
る

た
め
、臨
時
発
着
場
に
指
定
さ
れ
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
中
断
や
、車
両
移
動

を
要
請
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
最
大
の
目
的
は
、

救
急
現
場
に
い
ち
早
く
医
師
が
駆
け
つ

け
、傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上
と
後
遺

症
の
軽
減
を
図
る
こ
と
で
す
。町
民
の

み
な
さ
ん
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め

に
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

緊急患者の命を救う  ドクターヘリ

京都中部広域消防組合　園部消防署丹波出張所

救急救命士　川原　弘さん
かわ    はら          ひろし

インタビュー

ほ
を

関
係
機
関
の
円
滑
な
連
携
を
目
的
と
し
た

「
実
地
訓
練
」

土煙などの飛散を
防ぐために
散水する隊員

ドクターヘリを
着陸地点に
誘導する隊員

救急車内で
医療処置を行う
専門医たち

救急車から
ヘリへ患者を搬送する
専門医たち

患者を乗せて
南丹病院に飛び立つ
ドクターヘリ
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■
ま
ち
づ
く
り
の

　

理
念
と
目
標

　

プ
ラ
ン
で
は
、町
総
合
計
画
が
定
め
る

「
人
の
ぬ
く
も
り
と
ふ
れ
あ
い
が
奏
で
る

躍
動
の
ま
ち 

丹
波
高
原
文
化
の
郷
●
京

丹
波
」を
基
調
と
し
、ま
ち
づ
く
り
の
理

念
と
分
野
別
の
目
標
を
次
の
と
お
り
示

し
て
い
ま
す
。

  

ま
ち
づ
く
り
の
理
念

●
由
良
川
水
系
上
流
域
の
自
然
や
先
人

が
築
き
あ
げ
た
歴
史
・
風
土
と
の
共
生

●
水
源
の
確
保
と
広
域
交
通
網
の
充
実

●
子
ど
も
や
高
齢
者
・
障
害
者
が
暮
ら
し

や
す
い
環
境
の
充
実

●
自
然
・
歴
史
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ・
食
・
産
業

な
ど
に
よ
る
広
域
交
流
機
会
の
拡
充

●
住
民
・
事
業
者
・
各
種
団
体
な
ど
と
行

政
と
の
協
働

    

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

【
交
流
お
よ
び
産
業
の
基
盤
形
成
の
目
標
】

に
ぎ
わ
い・
活
力
を
育
む

ま
ち
づ
く
り

　

京
都
縦
貫
自
動
車
道
や
Ｊ
Ｒ
山
陰
本

線
の
整
備
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
、ア
ク

セ
ス
道
路
お
よ
び
産
業
活
動
拠
点
、定
住

基
盤
な
ど
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、歴
史

や
清
流
、田
園
、緑
、公
園
な
ど
を
生
か
し

た
多
様
な
交
流
の
場
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　丹波都市計画区域（以下「計画区域」）の地区別の将来像や都市づくりの整備方針などを示した「京丹波町都市計画
マスタープラン」（以下「プラン」）。町では、丹波高原文化を育むまちづくりを目指して、町都市計画審議会（中村忍会長、
委員15人）からの答申書をはじめ、町民の意見を反映するためのアンケートやパブリックコメントを踏まえた上で、同区
域の現状分析、主要課題、将来目標、基本方針などを定めたプランを本年3月に策定しました。

都市計画区域の整備方針などを示す

 都市計画
 マスタープラン を策定

なかむら しのぶ

■
計
画
策
定
の

　

背
景
と
位
置
付
け

　

本
町
で
は
、昭
和
六
十
一
年
三
月
に

旧
丹
波
町
面
積
の
約
八
割
に
当
た
る
五

八
九
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
計
画
区
域
に
指

定
さ
れ
、都
市
計
画
道
路（
京
都
縦
貫
自

動
車
道
な
ど
）や
都
市
計
画
公
園（
丹
波

自
然
運
動
公
園
、須
知
公
園
）、特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
が
、土
地
利
用
規
制
な
ど
の
位

置
付
け
が
な
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、住

民
・
事
業
者
・
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
共
通
認
識
を
持
ち
、連
携
を
図
り

な
が
ら
、地
域
の
魅
力
向
上
や
都
市
施

設
の
計
画
的
な
整
備
、多
様
な
ま
ち
づ

く
り
活
動
な
ど
を
総
合
的
に
展
開
す
る

指
針
と
し
て
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ン
は
、京
都
府
の「
丹
波
都
市
計

画
区
域
の
整
備
、開
発
及
び
保
全
の
方

針
」と「
町
総
合
計
画
」を
上
位
計
画
と

し
、目
標
年
次
を
平
成
四
十
年
度
に
定

め
、社
会
情
勢
の
変
化
や
上
位
計
画
の
改

訂
な
ど
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

■
現
状
分
析
を
踏
ま
え
た
主
要
課
題

　

現
状
分
析
を
踏
ま
え
た
上
で
、プ
ラ
ン
で
は
同
区
域
の
主
要
課
題
を
次
の
と
お
り
示

し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
、高
齢
社
会
へ
の
対
応　

　

い
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、次
代
を
担
う

子
ど
も
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
、定
住
人
口
増
加

に
向
け
た
生
活
基
盤
の
充
実
と
情
報
提
供
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。

定
住
や
産
業
立
地
の
基
礎
と
な
る
安
定
水
源
の
確
保
と

広
域
お
よ
び
幹
線
道
路
網
の
充
実

　

住
宅
団
地
や
京
都
中
央
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
な
ど
へ
の
新
た
な
水
源
と
な

る
畑
川
ダ
ム
整
備
の
早
期
完
成
、広
域
交
通
網
を
担
う
京
都
縦
貫
自
動

車
道
の
整
備
、未
整
備
区
間
を
残
す
幹
線
道
路
の
早
期
完
成
が
必
要
。

来
訪
魅
力
の
形
成

　

来
訪
者
を
地
域
の
振
興
に
結
び
付
け
る
た
め
に
、地
域
特
性
や
既
存

施
設
を
生
か
し
、「
行
っ
て
み
た
い
」「
立
ち
寄
り
た
い
」「
こ
こ
に
し
か
な

い
」と
い
っ
た
来
訪
魅
力
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

公
共
公
益
施
設
な
ど
の
活
用
・
適
正
管
理
と
整
備
充
実

　

公
共
公
益
施
設
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
老
朽
化
な
ど
へ
の
対
応
、

耐
震
強
化
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
は
じ
め
、情
報
格
差
改
善
に
向
け
た
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
拡
充
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
新
庁
舎
建
設
な
ど
の

取
り
組
み
が
必
要
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
画
機
会
の
拡
充
と

ま
ち
づ
く
り
推
進
体
制
の
構
築

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
画
機
会
の
拡
充
お
よ
び
継
続
的
な
活
動
へ
の

発
展
。さ
ら
に
、住
民
や
各
種
団
体
、関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
体
制
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
。

課題

1
課題

2
課題

3
課題

4
課題

5

【
公
共
公
益
施
設
整
備
お
よ
び
防
災
・
防
犯
な
ど
の
目
標
】

安
全
・
安
心
・い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

災
害
発
生
を
教
訓
と
し
、河
川
改
修

や
山
林
・
た
め
池
の
保
全
、避
難
場
所
な

ど
の
整
備
と
と
も
に
、土
砂
災
害
警
戒

区
域
な
ど
の
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み

を
促
進
。ま
た
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
危

険
箇
所
な
ど
の
改
善
、子
ど
も
や
高
齢

者
の
見
守
り
体
制
づ
く
り
、ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
整
備
な
ど
に
よ
る
定
住
魅
力
の
充

実
を
進
め
ま
す
。

【
自
然
環
境
、集
落
・
都
市
景
観
形
成
の
目
標
】

清
流
・
緑
・
歴
史
が
映
え
る

ま
ち
づ
く
り

　

地
域
資
源
な
ど
を
保
全
す
る
と
と
も

に
、公
共
公
益
施
設
の
緑
化
促
進
な
ど

と
一
体
と
な
っ
て
潤
い
の
あ
る
空
間
形
成

を
推
進
。ま
た
、田
園
や
歴
史
的
景
観
と

調
和
し
た
本
町
ら
し
い
市
街
地
お
よ
び

集
落
の
形
成
に
向
け
た
ル
ー
ル
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
の
目
標
】

み
ん
な
が
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り

　

行
政
と
住
民
、事
業
者
、関
係
団
体
と

の
協
働
を
基
本
と
し
、多
く
の
方
が
活
動

に
参
画
で
き
る
機
会
を
設
け
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
。ま
た
、多
様
な
交
流

に
よ
り
、ま
ち
づ
く
り
活
動
の
発
展
を
図

る
た
め
の
推
進
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

地域別構想の役割と地域区分
地域別構想は、日常生活圏や地域個性などを踏まえ「竹野」「丹波ひかり」「下山」の小学校区単位で、

次のとおり、地域づくりの目標と基本方針を定めています。

【
目　
　

標
】清
流
と
田
園
の
豊
か
さ
を
育
む
里
づ
く
り

【
基
本
方
針
】

●
須
知
川
は
、課
外
授
業
や
自
然
観
察
な
ど
の
場
と
し
て
の
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

●
竹
野
小
や
竹
野
運
動
公
園
の
緑
化
を
進
め
、緑
や
紅
葉
の
拠
点
形
成
を
図

り
ま
す
。

●
丹
波
食
彩
の
工
房
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
特
産
品
加
工
体
験
や
、農
産

物
・
特
産
物
の
直
売
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

●
広
域
農
道
を
地
域
の
個
性
形
成
に
配
慮
し
た
道
と
な
る
よ
う
整
備
を
検

討
し
ま
す
。ま
た
、府
道
篠
山
京
丹
波
線
な
ど
で
は
、街
路
樹
な
ど
の
植
栽

を
促
進
し
ま
す
。

【
目　
　

標
】に
ぎ
わ
い
を
育
む
里
づ
く
り

【
基
本
方
針
】

●
豊
田
富
田
線
な
ど
は
、通
過
交
通
を
排
除
し
、安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空

間
を
確
保
し
ま
す
。

●
安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
の
確
保
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た
町
な
み
形

成
、公
園
広
場
な
ど
の
整
備
、タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

検
討
し
ま
す
。

●
須
知
川
、能
満
神
社
、農
地
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
田
園
景
観
の
形
成
と
、

須
知
川
緑
道（
仮
称
）の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

●
琴
滝
や
周
辺
の
自
然
環
境
の
保
全
と
充
実
、ハ
イ
キ
ン
グ
道
の
整
備
を
検

討
し
ま
す
。

●
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備
に
伴
う
景
観
お
よ
び
環
境
対
策
の
促
進
、丹

波
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア（
仮
称
）の
機
能
充
実
と
周
辺
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

●
須
知
公
園
や
役
場
新
庁
舎
な
ど
の
整
備
に
関
連
し
、住
民
参
画
の
機
会
を

設
け
ま
す
。

【
目　
　

標
】自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
育
む
里
づ
く
り

【
基
本
方
針
】

●
丹
波
綾
部
線
の
整
備
に
よ
り
、国
道
二
七
号
は
通
過
交
通
を
排
除
し
、安

全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
を
確
保
し
ま
す
。

●
丹
波
綾
部
線
と
Ｊ
Ｒ
下
山
駅
お
よ
び
京
丹
波
三
和
線
と
の
円
滑
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

●
畑
川
ダ
ム
湖
畔
公
園（
仮
称
）や
湖
面
の
活
用
な
ど
、地
域
振
興
に
寄
与
す

る
施
設
な
ど
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

●
Ｊ
Ｒ
下
山
駅
か
ら
不
伐
の
森
、ま
た
は
畑
川
ダ
ム
湖
畔
へ
と
通
じ
る
ハ
イ

キ
ン
グ
道
な
ど
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

●
京
都
中
央
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
で
は
、自
然
と
歴
史
的
景
観
に
配
慮
し
た
施
設

建
設
や
操
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
規
制
・
誘
導
を
図
り
ま
す
。ま
た
、ハ
イ
キ

ン
グ
な
ど
の
個
性
あ
る
公
園
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

さ
と

寺尾町長に答申書を提出する
中村会長（右）と横山副会長
（役場町長室・蒲生）

竹野地域丹波ひかり地域下山地域
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人
の
動
き（敬称

略
）

■
区
長
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す

【
丹
波
地
区
】

笹
尾
／
一
谷　

寛

中
畑
／
中
西
和
之

辻
村
／
山
鳥
和
則

中
村
／
金
延
英
樹

下
村
／
小
峰
雅
人

鎌
倉
／
福
西
昭
博

西
階
／
中
村　

剛

水
戸
／
西
垣
秀
夫

新
水
戸
／
安
井　

学

須
知
／
久
保
田
一
郎

市
森
／
田
端
嘉
秀

上
野
／
原
澤
松
夫

蒲
生
／
猪
田
浩
三

蒲
生
野
／
藤
巻
靖
子

曽
根
／
西
畑
幸
二

院
内
／
野
間
周
伯

幸
野
／
勝
木
辰
美

森
／
浅
井
清
信

塩
田
谷
／
武
内　

務

安
井
／
林　

諭

富
田
／
谷
村　

修

豊
田
／
山
内
芳
美

上
豊
田
／
野
口
密
次

実
勢
／
滝
本　

實

下
山
／
隅
山
國
夫

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
／
今
西
孝
司

【
瑞
穂
地
区
】

中
台
／
澤
村　

彰

橋
爪
／
山
下
靖
夫

和
田
／
奥　

浩
一

井
脇
／
松
野
堯
俊

大
朴
／
奥
井
賢
治

井
尻
／
吉
見
政
和

八
田
／
高
畑
貞
夫

小
野
／
尾
林
義
信

長
谷
／
瀬
川
壽
男

坂
井
／
竹
市
健
夫

水
原
／
山
田
淳
二

上
大
久
保
／
辻　

雅

下
大
久
保
／
畠
中
二
三
雄

鎌
谷
下
／
木
村　

健

鎌
谷
中
／
山
田　

博

鎌
谷
奥
／
奥
井　

強

東
又
／
上
田　

駿

保
井
谷
／
野
村
諭
司

粟
野
／
山
内　

清

妙
楽
寺
／
上
田　

進

水
呑
／
藤
井　

保

三
ノ
宮
／
小
山　

満

質
志
／
北
村
吉
一

戸
津
川
／
後
藤
和
司

猪
鼻
／
西
村
明
男

行
佛
／
久
木
寿
一

中
村
／
松
本
幹
夫

庄
ノ
路
／
林　

啓
治

和
田
／
岩
田
恵
一

上
野
／
水
嶋
正
治

下
村
／
大
西
重
信

北
久
保
／
山
根
泰
司

【
和
知
地
区
】

中
山
／
小
林
勝
久

升
谷
／
小
松　

浩

市
場
／
山
口
康
弘

大
倉
／
村
山　

聡

篠
原
／
加
島
孝
一

大
迫
／
堀　

静
夫

長
瀬
／
山
口
喜
之

塩
谷
／
堀　

智
行

上
乙
見
／
片
山
文
生

下
乙
見
／
山
本
倉
司

西
河
内
／
藤
田
直
也

下
粟
野
／
伊
野
彰
紘

細
谷
／
吉
田　

学

上
粟
野
／
梅
原
昇
治

仏
主
／
藤
田　

勉

本
庄
／
吉
田　

昭

坂
原
／
野
間
真
二

中
／
野
間
靖
隆

角
／
松
下
博
幸

広
瀬
／
白
波
瀬
敏
男

才
原
／
野
間　

義

大
簾
／
才
村
斯
勇

広
野
／
下
林
康
邦

出
野
／
三
浦
幹
三

稲
次
／
片
山
貞
夫

安
栖
里
／
片
山
茂
雄

小
畑
／
正
田
久
仁
雄

■
教
職
員
の
異
動

【
転
出
】（　

）は
転
出
先
な
ど

竹
野
小
／
教
頭
・
湯
浅
俊
治

　
（
南
丹
市
立
神
吉
小
）

▼
藤
原　

潔（
亀
岡
市
立
西
別
院
小
）

下
山
小
／
小
林
真
代（
亀
岡
市
立
曽
我
部
小
）

桧
山
小
／
福
岡
貴
之（
南
丹
市
立
西
本
梅
小
）

明
俊
小
／
校
長
・
稲
元
幹
生

　
（
南
丹
市
立
大
野
小
）

三
ノ
宮
小
／
森
田
一
彦

　
（
府
立
丹
波
養
護
学
校
）

▼
伊
藤
由
美
子

　
（
南
丹
市
立
殿
田
小
）

▼
渡
邉
陽
亮

　
（
亀
岡
市
立
薭
田
野
小
）

▼
吉
田
義
幸

　
（
南
丹
市
立
胡
麻
郷
小
）

質
美
小
／
乾　

富
美
子（
南
丹
市
立
平
屋
小
）

和
知
小
／
笹
岡
弘
嗣（
亀
岡
市
立
川
東
小
）

蒲
生
野
中
／
校
長
・
中
藤
昌
明

　
（
南
丹
市
立
殿
田
中
）

▼
的
場
晴
美（
南
丹
市
立
園
部
中
）

瑞
穂
中
／
臼
井
裕
貴（
南
丹
市
立
園
部
中
）

【
転
入
な
ど
】（　

）は
前
任
校
な
ど

竹
野
小
／
教
頭
・
川
勝
明
彦（
下
山
小
）

丹
波
ひ
か
り
小
／
村
山
博
司（
和
知
小
）

▼
小
竹　

瞬（
新
規
採
用
）

下
山
小
／
校
長
・
日
下
部
安
良

　
（
亀
岡
市
立
城
西
小
）

▼
教
頭
・
小
畑
恵
子

　
（
南
丹
市
立
新
庄
小
）

▼
塩
貝
真
由
美（
質
美
小
）

桧
山
小
／
校
長
・
井
尻
常
夫

　
（
南
丹
市
立
富
本
小
）

▼
小
嶋
正
悟

　
（
京
丹
後
市
立
大
宮
第
一
小
）

▼
小
牧
綾
美（
明
俊
小
）

明
俊
小
／
校
長
・
山
内
朝
文（
質
美
小
）

▼
北
井
松
明（
質
美
小
、事
務
主
任
）

三
ノ
宮
小
／
教
頭
・
森
脇
英
隆

　
（
亀
岡
市
立
つ
つ
じ
ヶ
丘
小
）

▼
下
和
田　

剛（
丹
波
ひ
か
り
小
）

質
美
小
／
教
頭
・
稲
澤
直
美（
三
ノ
宮
小
）

▼
福
西
紀
子（
下
山
小
）

和
知
小
／
校
長
・
北
村
友
子（
南
丹
教
育
局
）

▼
薮
本
好
央（
桧
山
小
）

▼
平
野
早
苗（
明
俊
小
）

蒲
生
野
中
／
校
長
・
大
塚
正
広（
瑞
穂
中
）

▼
田
中
満
代（
南
丹
市
立
美
山
中
）

▼
廣
瀬
浩
昭（
亀
岡
市
立
大
成
中
）

▼
清
水
十
恵（
新
規
採
用
）

瑞
穂
中
／
校
長
・
古
杉
辰
義（
和
知
中
）

▼
山
本
隆
史（
南
丹
市
立
園
部
中
）

和
知
中
／
校
長
・
新
宮
雅
之

　
（
亀
岡
市
立
高
田
中
）

▼
教
頭
・
平
田
敬
一

　
（
亀
岡
市
立
亀
岡
中
）

【
退
職
】（　

）は
前
任

校
長
・
由
良
賀
代
子（
下
山
小
）

▼
校
長
・
山
内
幸
博（
桧
山
小
）

▼
校
長
・
今
泉
文
雄（
和
知
小
）

▼
教
頭
・
内
藤
正
高（
和
知
中
）

▼
船
木
慎
也（
丹
波
ひ
か
り
小
）

▼
近
江　

望（
三
ノ
宮
小
）

▼
小
畠
み
ゆ
き（
蒲
生
野
中
）

▼
細
川
彰
博（
明
俊
小
、事
務
主
任
）

■
人
権
擁
護
委
員（
任
期
三
年
）

【
再
任
】

片
山
加
代
子

（
大
簾
）

■
消
防
団（
任
期
二
年
）

団　
　

長
／
梅
原
好
範

副
団
長
／
湊　

嘉
秀
▼
真
野
勝
也

▼
栗
林
英
治

【
丹
波
支
団
】

支
団
長
／
長
澤　

誠

分
団
長
／
小
谷
誠
之
▼
松
山
征
義

▼
林　

淳
▼
谷
垣
年
昭

▼
堀
内
浩
二
▼
森
田
浩
史

▼
岩
﨑
篤
也

副
分
団
長
／
西
垣
吉
裕
▼
田
端
卓
史

▼
谷
澤
利
夫
▼
湊　

公
雄

▼
田
中
拓
人
▼
湊　

博
之

▼
塩
瀨
健
一

【
瑞
穂
支
団
】

支
団
長
／
川
嶌
勇
人

分
団
長
／
西
村
正
義
▼
居
谷
太
志

▼
坂
本
信
幸
▼
橋
本
秀
樹

▼
隅
田
光
郎

副
分
団
長
／
松
村　

悟
▼
友
金
輝
幸

▼
西
村
孝
之
▼
山
下　

泰

▼
西
田
和
史
▼
塩
田
智
之

▼
津
田
康
裕
▼
前
田
和
彦

▼
堂
本　

学
▼
岩
嵜
秀
司

【
和
知
支
団
】

支
団
長
／
大
田
有
次

分
団
長
／
宇
野
浩
史
▼
堀　

敬
之

▼
堀　

太
▼
竹
内
伸
広

副
分
団
長
／
田
中
晋
雄
▼
古
宮
幸
憲

▼
川
邉
智
行
▼
竹
内
知
広

▼
和
田
一
男
▼
梅
原
義
幸

▼
広
瀬
正
明
▼
堀　

正
樹

■
体
育
指
導
委
員（
任
期
二
年
）

【
再
任
】

川
勝
忠
司（
下
山
）

▼
津
田
勝
二（
南
丹
市
園
部
町
）

▼
東　

清
子（
高
岡
）

▼
田
中
敏
夫（
橋
爪
）

▼
西
垣
正
則（
水
戸
）

▼
坂
本
貴
之（
猪
鼻
）

▼
瀬
戸　

豪（
蒲
生
）

▼
片
田
泰
和（
升
谷
）

▼
山
下
貴
典（
南
丹
市
園
部
町
）

▼
永
井
千
鶴（
中
）

▼
西
田
和
志（
中
山
）

▼
田
端
敏
子（
蒲
生
）

▼
猪
阪
身
和（
富
田
）

■
文
化
財
保
護
委
員（
任
期
二
年
）

【
再
任
】

浅
井
義
久（
森
）

▼
齋
藤　

治（
下
山
）

▼
原
澤
眞
知
子（
高
岡
）

▼
正
田
幸
治（
質
美
）

▼
八
木
啓
一（
鎌
谷
中
）

▼
片
山
忠
一（
安
栖
里
）

▼
春
田　

貢（
本
庄
）

▼
榎
本
藤
雄（
下
粟
野
）

【
新
任
】

東　

利
博（
質
志
）

【
退
任
】

上
田
寛
治（
妙
楽
寺
）

■
消
費
生
活
グ
ル
ー
プ

会　

長
／
田
畑
美
さ
子（
蒲
生
）

副
会
長
／
加
藤
ち
よ
み（
井
脇
）

会　

計
／
西
村
祥
栄（
広
野
）

委　

員
／
野
口
和
子（
曽
根
）

▼
野
田
康
子（
高
岡
）

▼
竹
内
和
代（
粟
野
）

▼
中
西
陽
子（
質
美
）

▼
野
間
妙
子（
本
庄
）

▼
下
林
登
志
子（
広
野
）

※
退
任
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。新
し
く

　

お
世
話
に
な
る
み
な
さ
ん
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

幹部団員に任命書を交付する梅原団長
（蒲生野中学校・蒲生）

委嘱状を受ける片山さん（役場町長室・蒲生）
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内科医師  新美 美貴子先生
京丹波町病院＝毎週金曜日の午前中に外来診察
附属質美診療所＝毎週金曜日の午後に診察

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職
員
が
み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
、本
年
四
月
か
ら
京
丹
波
町
病
院
で
週
一
回
外
来（
内
科
）を
担
当
さ
れ
て
い
る
新
美
美
貴
子
先
生
。「
関
節
痛
」

の
症
状
な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

節
痛
に
は
、急
性（
二
週
間
以
内
に
発
症
）と
慢
性（
数
か

月
以
上
継
続
）な
ど
が
あ
り
、関
節
炎（
腫
れ
、赤
み
、 

押

し
た
と
き
の
痛
み
な
ど
）を
伴
う
か
の
確
認
が
重
要
で
す
。

高
齢
者
の
関
節
痛
に
つ
い
て

■
変
形
性
関
節
症

　

高
齢
者
で
ひ
ざ
関
節
痛
や
腰
痛
が
あ
っ
た
場
合
に
多
い
の
が

「
変
形
性
関
節
症
」で
す
。こ
れ
は
、慢
性
の
経
過
で
発
症
し
、手
指

や
頚
部
に
症
状
が
現
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

手
指
の
場
合
、朝
、指
が
こ
わ
ば
っ
て
動
か
な
く
な
る
症
状
が
あ

り
、関
節
リ
ウ
マ
チ
と
鑑
別
す
る
た
め
、血
液
検
査
や
Ｘ
線
検
査

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

治
療
と
し
て
は
、安
静
や
消
鎮
痛
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、一

般
的
に
ひ
ざ
関
節
へ
の
負
担
が
増
加
す
る
と
起
こ
り
や
す
く
な
る

の
で
、体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
心
が
け
、肥
満
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切

で
す
。

■
関
節
リ
ウ
マ
チ

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、高
齢
者
に
多
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
六
十
歳
未
満
で
発
症
し
た
患
者
が
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。

　

手
首
や
ひ
じ
な
ど
の
関
節
痛
が
慢
性
的
に
持
続
す
る
こ
と
が

多
く
、急
性
の
経
過
で
さ
ま
ざ
ま
な
関
節
に
痛
み
が
現
れ
る
こ
と

が
あ
り
、関
節
の
痛
み
や
腫
れ
、朝
に
指
が
こ
わ
ば
っ
て
動
か
な
く

な
る
症
状
が
あ
り
ま
す
。

『
関
節
痛
に
つ
い
て
』

　

京
丹
波
町
病
院
で
は
、毎
月
の
第
二
・
第
四
土
曜
日
の
午
前

中
に
内
科
と
小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
電
話
）８
６－

０
２
2
０

　

自
己
免
疫
疾
患
で
あ
り
、多
く
は
原
因
不
明
で
す
が
、リ
ウ
マ

チ
に
か
か
り
や
す
い
体
質
な
ど
の
方
に
ウ
イ
ル
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
関
与
す
る
こ
と
で
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、専
門
の
医
療
機
関
で
受
診
し
、診

断
や
治
療
を
し
て
く
だ
さ
い
。

関

暮らしの
ガイド

気象警報・注意報を
市町村ごとに発表します

問い合わせ／京都地方気象台防災業務課　☎075―841－3006

　京都地方気象台では、京丹波町を含む「南丹・京丹波」の地域名で警報・注意報を発表していますが、平成22年
5月27日（予定）からは「京丹波町」を明示して発表します。

　警報・注意報の発表地域や内容を知るには
　大雨や洪水などの警報や注意報が発表された場合、テレビやラジオによる放送や、インターネット、携帯電話
などの情報提供サービスにより知ることができます。

◆テレビやラジオによる放送からの入手
　テレビやラジオなどで警報・注意報を発表される場合、画面に表示できる文字数や読み上げ可能な文章の範
囲内で放送する必要があるため、これまでどおりの地域名（「南丹・京丹波」など）で放送される場合があります。

◆インターネットや携帯電話などの情報提供サービス
　市町村ごとの警報・注意報の詳細な内容は、次のホームページなどをご覧ください。
・気象庁ホームページ
    http://www.jma.go.jp/

・国土交通省防災情報提供センター（携帯電話サイト）
    http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html

北部

南部

防災情報提供センター
携帯端末用QRコード

発表単位を細かくし、
注意警戒が必要な地域を
絞り込んで発表します。

は

ま
ん 

せ
い

にい  み      み    き    こ



団
長
に
梅
原
好
範
氏
が
就
任

■
京
丹
波
町
消
防
団
入
退
団
及
び

　

役
員
任
命
式

 　

平
成
二
十
二
年
度
京
丹
波
町
消
防

団
入
退
団
及
び
役
員
任
命
式
が
四
月
一

日
、蒲
生
野
中
学
校
体
育
館
で
行
わ

れ
、消
防
団
員
ら
約
二
百
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
幹
部
団
員
の
改
選
が
あ

り
、寺
尾
豊
爾
町
長
が
梅
原
好
範
団
長

を
任
命
後
、梅
原
団
長
が
副
団
長
な
ど

の
幹
部
団
員（「
人
の
動
き（
九
ペ
ー

ジ
）」に
掲
載
）や
本
年
度
の
部
長
・
班

長
、入
団
者
に
任
命
書
を
交
付
。続
い

て
、新
入
団
員
代
表
の
輕
尾
昌
泰
さ
ん

（
水
原
）が
入
団
者
宣
誓
を
し
た
後
、平

成
二
十
一
年
度
表
彰
の
伝
達
や
退
団
者

へ
の
辞
令
交
付
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
梅
原
団
長
は
、「
町
消
防
団

発
足
か
ら
四
年
が
経
過
す
る
中
、行
政

や
常
備
消
防
、地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
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京丹波のまちのニュースをお届けします

気
持
ち
を
新
た
に
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト

■
入
学
・
入
園
式

　

四
月
九
日
、町
立
中
学
校（
蒲
生
野
、

瑞
穂
、和
知
）の
入
学
式
が
行
わ
れ
、在

校
生
や
保
護
者
ら
が
見
守
る
中
、新
入

生
百
七
十
七
人
が
中
学
校
生
活
の
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

瑞
穂
中
学
校
で
は
、担
任
教
諭
が
入

学
生
の
呼
名
を
行
っ
た
後
、古
杉
辰
義

校
長
が「『
健
康
・
健
全
』『
自
主
・
人
権
』

『
明
朗
・
明
晰
』の
頭
文
字
を
合
わ
せ
た

『
け
じ
め
』を
合
言
葉
に
、み
な
さ
ん
が

思
い
描
い
た
中
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
励
ん
で
く
だ
さ
い
」と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。ま
た
、在
校
生
代
表
の
木
南

僚
太
さ
ん
が「
け
じ
め
の
あ
る
学
校
生

活
を
送
り
、楽
し
い
笑
顔
を
増
や
す
こ

と
で
、瑞
穂
中
学
校
を
よ
り
良
く
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」と
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
、続
い
て
、新
入
生
代
表
の
的
場
斐
那

さ
ん
が「
瑞
穂
中
学
校
の
生
徒
と
し
て

自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、そ
れ
ぞ
れ
が
定

め
た
目
標
達
成
に
向
け
て
た
ゆ
ま
ず
努

力
し
ま
す
」と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

四
月
八
日
に
は
町
立
小
学
校（
竹

野
、丹
波
ひ
か
り
、下
山
、桧
山
、明
俊
、

三
ノ
宮
、質
美
、和
知
）で
入
学
式
が
行

わ
れ
、計
百
十
二
人
が
入
学
。四
月
六

日
に
は
町
立
保
育
所（
桧
山
、和
知
、上

豊
田
、下
山
分
園
）で
計
七
十
二
人
、四

協
力
の
も
と
、一
定
の
環
境
整
備
と
組

織
の
基
礎
が
築
か
れ
て
き
た
。今
後
は
、

『
自
ら
の
町
は
、自
ら
の
手
で
守
る
』と
の

強
い
気
持
ち
で
、防
災
は
も
と
よ
り
、地

域
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
団
員
一

丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」と
訓

示
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、退
団
者
を
代
表
し
て
森
良
行

前
団
長
は
、「
多
く
の
方
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、初
代
団
長
と
し
て

四
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。今

後
は
、梅
原
団
長
の
も
と
で
団
結
し
、地

域
防
災
の
強
化
や
町
消
防
団
の
発
展
の

た
め
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

な
お
、入
退
団
者
お
よ
び
表
彰
受
賞

者
は
、次
の
み
な
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

【
新
入
団
員
】

■
丹
波
支
団

　

森　

剛
▼
下
口
卓
郎
▼
山
根
悠
治

▼
明
田
祥
吾
▼
荒
田
真
吾

▼
森
内
慎
吾
▼
杉
本
尚
也

▼
川
田
昌
利
▼
田
端
大
輔

▼
柏
木
隼
人
▼
岩
崎
祥
史

▼
山
田
啓
亮
▼
稲
葉　

伸

▼
吉
田
幸
玉
▼
細
見
裕
一

▼
德
岡
和
基
▼
安
井
英
臣

▼
太
田
祐
宣
▼
新
宮
哲
也

▼
吉
岡
秀
貢
▼
福
井
隆
幸

▼
森　

治
▼
寺
坂
佳
祐
▼
森
田　

亮

歴
史
と
文
化
を
伝
え
る
人
形
展

■
ふ
る
さ
と
人
形
展

　

四
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
の
五
日

間
、第
十
九
回
ふ
る
さ
と
人
形
展（
町

教
育
委
員
会
、町
ふ
る
さ
と
体
験
資
料

館
運
営
委
員
会
主
催
）が
質
美
地
内
に

あ
る「
み
ず
ほ
人
形
の
家 

み
や
び
」で
開

催
さ
れ
、期
間
を
通
じ
て
延
べ
七
百
五

十
四
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

同
人
形
展
で
は
、雛
人
形
や
五
月
人

形
、土
人
形
な
ど
、町
内
外
の
多
く
の
方

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
約
千
七
百
体
の
人
形

が
会
場
に
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、訪
れ

た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。ま

た
、期
間
中
に
は
、質
美
地
区
の
地
元
有

志
や
町
共
同
作
業
所
の
み
な
さ
ん
な
ど

に
よ
る
模
擬
店
が
出
店
さ
れ
、人
形
展

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

同
館
運
営
委
員
長
の
北
村
始
子
さ

ん
は
、「
よ
り
よ
い
形
で
人
形
を
見
て
も

ら
え
る
よ
う
配
置
な
ど
で
工
夫
を
凝
ら

す
と
と
も
に
、少
し
で
も
多
く
の
人
形

を
展
示
す
る
た
め
に
、昨
年
度
は
使
用
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ひ
な

き
た 

む
ら 

も
と   

こ

こ  

す
ぎ  

た
つ 

よ
し

め
い 

せ
き

ま
と  

ば

り
ょ
う 

た

新
て
ら   

お  

と
よ   

じ

う
め 

は
ら 

よ
し 

の
り

か
る   

お   

ま
さ 

や
す

も
り 

よ
し 

ゆ
き

12

▼
北
村
徹
二
▼
小
森
一
樹

▼
大
槻
真
弘
▼
小
野
真
史

▼
山
本
祐
二

■
瑞
穂
支
団

柏
木
晃
司
▼
山
内
健
作
▼
近
岡
豊
二

▼
矢
吹
智
彦
▼
山
下
瑞
樹

▼
渡
辺
剛
志
▼
前
川
淳
二

▼
田
中
章
吾
▼
鈴
木
朋
輝

▼
岡
本
直
樹
▼
軽
野
雅
洋

▼
輕
尾
昌
泰
▼
中
村
浩
樹

▼
山
田
修
司
▼
塩
田
真
也

▼
谷
口
洋
行
▼
上
田
英
明

▼
竹
内
泰
文
▼
山
根
和
也

■
和
知
支
団

小
松
敏
夫
▼
坂
本　

誠
▼
隅
山
淳
史

▼
片
山
拓
郎

【
退
団
者
】

団　

長　

森　

良
行

支
団
長　

増
谷
隆
男

■
丹
波
支
団

樹
山
敏
彦
▼
湊　

和
之
▼
谷
垣
昭
雄

▼
河
方
有
規
▼
田
端
晴
範

▼
岩
崎
浩
和
▼
川
田
鉃
也

▼
樹
山
正
信
▼
林　

寿
雄

▼
西　

由
春
▼
西
田　

勇

▼
村
山　

厚
▼
谷
山　

剛

▼
森
田　

茂
▼
岩
内
司
朗

▼
大
槻　

太
▼
細
井　

隆

▼
松
下
進
也
▼
大
槻
富
美
雄

■
瑞
穂
支
団

　

伊
藤
佳
朋
▼
山
根
一
明
▼
上
原
輝
也

▼
宮
前
正
敏
▼
雑
賀
智
士

▼
平
尾
康
司
▼
吉
田　

薫

▼
森
下
義
之
▼
井
上　

勉

▼
保
田
正
和
▼
高
橋
英
樹

▼
山
内
千
裕
▼
福
田
慎
也

▼
谷
垣
藤
男
▼
畠
中　

知

▼
塩
田
吉
之
▼
畑　

弘
文

▼
軽
尾
昌
司
▼
真
野　

明

▼
山
内　

始
▼
一
瀬　

誠

▼
的
場
義
明

■
和
知
支
団

片
山
弘
明
▼
橋
本
秀
明
▼
仲
井
勇
樹

▼
村
山　

聡
▼
乾　

正
▼
出
野
邦
明

▼
榎
川　

諭
▼
堀　

勝
彦

▼
福
井
克
司
▼
隅
山
昌
明

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

永
年
勤
続
功
労
章　

湊　

嘉
秀（
支
団
長
）

　

▼
増
谷
隆
男（
同
）

【
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

功
績
章　

栗
林
英
治（
支
団
長
）

精
績
章　

川
嶌
勇
人（
分
団
長
）

▼
樹
山
敏
彦（
同
）▼
長
澤　

誠（
同
）

勤
続
章　

片
山
弘
明（
分
団
長
）

　

▼
川
田
鉃
也
▼
森　

俊
明

【
丹
波
地
方
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰
】

木
戸
律
夫（
部
長
）▼
谷
垣
昭
雄（
同
）

▼
湊　

博
之（
同
）▼
西
田
和
資（
同
）

▼
友
金
幸
夫（
同
）▼
真
野　

明（
同
）

▼
貞
守　

順（
同
）▼
藤
本
直
之（
同
）

▼
江
本
勝
行（
同
）▼
野
間
智
樹（
同
）

▼
小
林
淳
信（
同
）

※
平
成
二
十
一
年
度
表
彰
の
た
め
、当
時
の
役
職
名
で
す
。

入団者宣誓をする輕尾さん（蒲生野中学校・蒲生）

し
て
い
な
か
っ
た
部
屋
を
使
っ
て
コ
ー

ナ
ー
を
増
や
し
ま
し
た
。今
年
も
多
く

の
方
に
来
場
い
た
だ
け
て
良
か
っ
た
で

す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

同
人
形
展
は
、寄
贈
さ
れ
た
貴
重
な

人
形
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
見
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、平
成
四
年
か

ら
続
く
恒
例
行
事
。平
成
十
四
年
度
に

は
、人
形
を
常
設
展
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
施
設
と
し
て「
み
ず
ほ
人
形
の
家 

み
や
び
」を
開
設
し
、同
人
形
展
を
は
じ

め
、社
会
見
学
の
受
け
入
れ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

月
十
三
日
に
は
須
知
幼
稚
園
で
二
十
二

人
が
入
園
し
ま
し
た
。

昔懐かしい土人形などを見つめる来場者
（みずほ人形の家 みやび・質美）

ひ     

な

新入生を代表して宣いの言葉を述べる的場さん（瑞穂中学校・大朴）

在校生からの歓迎の歌を聞く新入生
（丹波ひかり小学校・須知）

担当から呼名を受ける新入児
（わちエンジェル・大倉）

き   

な
ん



出発式で谷部南丹警察署長のあいさつを聞く参加者
（南丹市役所・南丹市内）

完成式であいさつをする畠中副町長（梅林公園・下大久保）

れ
い
な
道
路
環
境
で

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・ロ
ー
ド
丹
波

 　

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
美
化
活

動
を
行
う「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ロ
ー
ド
丹

波
」が
四
月
二
十
五
日
、丹
波
自
然
運

動
公
園
前
か
ら
京
都
縦
貫
自
動
車
道

入
口
ま
で
の
国
道
九
号
沿
い
を
対
象
に

行
わ
れ
、約
百
六
十
人
が
参
加
。参
加

者
ら
は
、た
ば
こ
の
吸
殻
や
空
き
缶
な

ど
の
ご
み
拾
い
、歩
道
植
樹
帯
の
除
草

作
業
を
手
分
け
し
て
行
い
、ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
で
多
く
の
人
が
利
用
す
る

道
路
の
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

国
道
九
号
沿
い
の
清
掃
や
緑
化
活
動
な

ど
を
行
い
、地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
道
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、四
・

七
・
十
月
の
年
三
回
実
施
。今
年
度
は

七
月
二
十
五
日
、十
月
三
十
一
日
に
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、多
く
の

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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京丹波のまちのニュースをお届けします

新
た
な
町
の
魅
力
を
発
掘

■
京
丹
波
町
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

第
二
回
京
丹
波
町
観
光
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
四
月
十
六
日
、入

賞
者
や
関
係
者
ら
が
出
席
す
る
中
、役

場
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、町
内
の
観
光
資

源
の
掘
り
起
こ
し
や
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、

「
わ
た
し
が
見
つ
け
た
京
丹
波
、こ
の
美

し
さ
を
い
つ
ま
で
も
…
」を
テ
ー
マ
と
し

て
、三
部
門
で
実
施
。応
募
数
は
、観
光

写
真
の
部
が
百
二
点
、携
帯
電
話
カ
メ

ラ
の
部
が
四
点
、子
ど
も
作
品
の
部
が

三
点
で
、三
月
二
十
四
日
に
日
本
写
真

家
協
会
会
員
・
中
田
昭
さ
ん
ら
五
人
の

審
査
員
で
審
査
を
行
い
、入
選
作
品
な

ど
を
選
び
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、畠
中
源
一
副
町
長
が

「
作
品
を
見
る
と
、町
の
魅
力
が
は
っ
き

り
と
映
し
出
さ
れ
て
お
り
感
動
し
ま
し

た
。作
品
を
通
じ
て
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
、町
の
良
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、町
民
の
み
な
さ
ん
の
自
信

と
誇
り
に
つ
な
が
る
よ
う
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
た

後
、入
賞
者
に
賞
状
を
贈
呈
。ま
た
、町

長
賞
を
受
賞
し
た
築
山
忠
則
さ
ん
は
、

通
事
故
防
止
を
目
指
し
て

■「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

　

街
頭
啓
発
パ
レ
ー
ド

　　

南
丹
船
井
交
通
安
全
協
会
が
四
月

六
日
、「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

（
四
月
六
日
―
十
五
日
）の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、本
町
と
南
丹
市
で
街
頭

啓
発
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

街
頭
啓
発
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
出

発
式
に
は
、同
協
会
員
や
南
丹
船
井
地

域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
、府
自
動

車
安
全
利
用
推
進
員
、南
丹
警
察
署
員

梅
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

■
下
大
久
保
梅
林
事
業
完
成
式

　　

下
大
久
保
区
が
取
り
組
ん
で
い
る
梅

林
事
業
の
完
成
式
が
三
月
二
十
七
日
、

同
区
内
に
あ
る
梅
林
公
園
で
行
わ
れ
、

区
民
や
関
係
者
ら
約
四
十
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

同
区
は
、地
域
の
将
来
目
標
を「
夢
と

希
望
の
村
づ
く
り
」と
し
、梅
を
生
か
し

た
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
梅
林
計

画
を
策
定
。計
画
の
実
現
に
向
け
て
、京

都
府
地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

事
業
交
付
金
の
採
択
を
受
け
、二
十
年

度
に
は
梅
林
整
備
に
向
け
た
調
査
・
研

究
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
を
行
い
、二
十
一

年
度
に
土
地
の
造
成
工
事
や
有
害
鳥
獣

防
止
柵（
金
網
柵
）の
設
置
、梅
の
植
栽

な
ど
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
式
で
は
、同
区
の
西
田
肇
区
長

が「
長
期
間
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
実

を
結
び
、本
日
の
完
成
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。区
の
日
役
と
し
て
金
網

柵
設
置
や
梅
の
植
栽
作
業
に
対
応
い
た

だ
い
た
こ
と
は
、特
筆
す
べ
き
事
柄
で
あ

り
、今
後
も『
夢
と
希
望
の
村
づ
く
り
』

を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、来
賓
の
畠
中
源
一

副
町
長
が「
梅
林
整
備
事
業
が
地
域
づ

く
り
の
先
進
的
な
モ
デ
ル
事
業
と
な
る

よ
う
、今
後
も
地
域
の
み
な
さ
ん
が
力

を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た

ら
が
参
加
し
、運
動
の
基
本
で
あ
る「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」を
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は
た
け
な
か
げ
ん
い
ち

つ
き 

や
ま 

た
だ 

の
り

う
め
は
ら 

か
ず

き

交

に
し   

だ 

は
じ
め

は
た
け
な
か 

げ
ん
い
ち

わたしたちの町
人　 口

１6,812（－28）
男

7，946（－16）
女

8，866（－12）
世帯数

６，４84（＋5）
5月1日現在／（　）は前月比

14

い
」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、完
成
式
終
了
後
に
は
、オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て「
も
ち
つ

き
」が
行
わ
れ
、つ
き
た
て
の
も
ち
が
参

加
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

再
確
認
し
た
後
、本
町
と
南
丹
市
方
面

に
分
か
れ
て
街
頭
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、交
通
事
故
へ
の
注
意
な
ど
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
運
動
は
、春
・
夏
・
秋
・
年

末
の
計
四
回
行
わ
れ
て
お
り
、今
後
は

次
の
期
間
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

　

七
月
二
十
一
日
―
八
月
二
十
日

・
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

九
月
二
十
一
日
―
三
十
日

・
年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

　

十
二
月
十
一
日
―
三
十
一
日

美化作業を行う参加者（国道9号沿い歩道・須知）

職
員
の
配
置

■
新
規
採
用（
五
月
一
日
付
）

　

滝
本
圭
介（
京
丹
波
町
病
院
理
学
療
法
士
）

　

新
宮
さ
ち
よ（
京
丹
波
町
病
院
看
護
師
）

■
異
動（
五
月
一
日
付
）

　

山
田
加
奈
恵（
京
丹
波
町
病
院
看
護
師
）

　

小
寺
恵
美（
和
知
診
療
所
看
護
師
） （

敬
称
略
）

副町長から賞状を受け取る
築山さん（役場議場・蒲生）

「
撮
影
し
た
の
は
角
区
の
モ
ミ
ジ
。毎

年
、紅
葉
の
具
合
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、

昨
秋
に
特
に
き
れ
い
に
色
づ
い
た
の
で
、

天
候
な
ど
を
見
な
が
ら
、青
空
と
雲
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え
て
撮
影
し
ま
し

た
。受
賞
で
き
た
の
で
満
足
し
て
い
ま

す
」と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。　

　

な
お
、入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で

す
。（
敬
称
略
）

■
観
光
写
真
の
部

【
特　

選
】　

　
　

町
長
賞 

「
紅
葉
勇
美
」

　

築
山
忠
則（
小
畑
）

【
準
特
選
】

　

町
教
育
長
賞 

「
大
簾
峠
の
雲
海
」

　

古
谷
正
己（
南
丹
市
）

々
深
ま
る
都
市
と
農
村
の
交
流

■
和
知
ふ
る
さ
と
農
園
開
園
式

　

和
知
ふ
る
さ
と
農
園
の
開
園
式
が
四

月
十
八
日
、上
粟
野
区
内
の
貸
し
農
園

で
行
わ
れ
、利
用
者
ら
約
五
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
農
園
は
、都
市
と
農
村
の
交
流
や

農
地
の
有
効
活
用
を
目
的
に
、上
粟
野

の
農
家
で
同
農
園
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、平
成
三
年
か
ら
毎
年
実
施
。二

十
年
目
の
今
年
は
、京
都
市
な
ど
か
ら

十
六（
継
続
八
、新
規
八
）組
が
参
加

し
、十
一
月
の
閉
園
式
・
収
穫
祭
ま
で
の

で
野
菜
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、自
然

豊
か
な
京
丹
波
町
の
良
さ
を
感
じ
て
く

だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、昼
食
会
で
は
、地
元
女
性
の
手

料
理
が
振
る
舞
わ
れ
、参
加
者
ら
は
地

元
産
物
を
使
っ
た
料
理
を
味
わ
い
な
が

ら
親
ぼ
く
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

年

植え付け作業を行う参加者
（上粟野区内の貸し農園）

な
か   

た 

あ
き
ら

て
ら  

お  

と
よ   

じ

　

町
商
工
会
長
賞 

「
夢
幻
」　

　

森　

孝
道（
福
知
山
市
）

　

府
観
光
連
盟
会
長
賞 

「
秋
音
」　

　

中
尾
眞
之（
京
都
市
）

　

京
都
新
聞
社
賞 
「
花
一
輪
」

　

浅
野
三
雄（
橋
爪
）

　
【
入　

選
】

　
　

山
内
八
郎（
福
知
山
市
）

　
　

▼
一
井
富
子（
出
野
）

　
　

▼
政
井
重
雄（
兵
庫
県
篠
山
市
）

■
携
帯
電
話
カ
メ
ラ
の
部

　
　

木
崎
美
恵
子（
福
知
山
市
）

■
子
ど
も
作
品
の
部

　
　

田
端
真
子（
蒲
生
）

間
、季
節
に
応
じ
た
野
菜
苗
の
植
え
付

け
や
収
穫
、草
引
き
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、地
元
農
家
に
教
わ
り
な

が
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
大
根
、ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
な
ど
の
植
え
付
け
を
し
た
後
、開
園

式
を
実
施
。開
園
式
で
は
、記
念
撮
影

や
も
ち
つ
き
に
続
い
て
、同
農
園
実
行

委
員
会
代
表
の
梅
原
一
さ
ん
が「
区
民

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
尋
ね
て
い

た
だ
き
、和
知
の
農
園
で
野
菜
作
り
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た

後
、来
賓
の
寺
尾
豊
爾
町
長
が「
農
園
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　取材で「観光写真コンクール」の
審査会に参加しましたが、応募作
品のレベルの高さに驚くとともに、
自然風景や四季折々の美しさなど
が収められた写真を見ることで京
丹波町の良さを改めて感じまし
た。今回感じたことを生かすため
にも、町の魅力が伝わる写真、見
る人に感動を与える写真が撮影で
きるよう、風景写真などにも挑戦し
ながら、技術力向上を目指してが
んばりたいと思います。（Ｋ）
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人のぬくもりと
ふれあいが奏でる躍動のまち
丹波高原文化の郷●京丹波

さと NO.55
5月号

第5回

今回の
料    理

■栄養価（1人分）

エネルギー

203kcal

たんぱく質

18.5g

脂質

7.7g

カルシウム

90mg

食物繊維

3.7g

塩分

0.5g

　

口
当
た
り
の
や
わ
ら
か
い
の
は
春
キ
ャ

ベ
ツ
で
す
が
、年
間
を
通
し
て
キ
ャ
ベ
ツ

は
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
食
材
の
一
つ
で
す
。

手
早
く
調
理
す
る
こ
と
で
食
材
の
旨
味

と
歯
ご
た
え
が
味
わ
え
る
と
と
も
に
、た

く
さ
ん
の
野
菜
の
量
が
摂
れ
ま
す
。

　

ま
た
、春
の
旬
の
食
材
と
し
て
は
、わ
ら

び
や
ぜ
ん
ま
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。旬
は
一

瞬
で
あ
り
、旬
の
食
材
を
包
み
込
ん
で
も
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、い
ろ
い
ろ
な

味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〈
次
回
は
八
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
〉

一
言
ア
ド
バ
イ
ス

食生活改善推進員協議会

 庶務  上田 百合子さん
 （曽根）

うえ　   だ　　  ゆ　　り　　こ

「
春
キ
ャ
ベ
ツ
の

  

カ
ラ
フ
ル
巻
き
」

1日に必要な野菜の量
は300～350g。このメ
ニューでは117.5gの
野菜が取れます。

■作り方
①キャベツの葉は根元から1枚ずつ切ってはがし、
たっぷりの湯で色よくゆでる。
　＊キャベツの葉に熱湯をかけておくと、はがしやすくなります。
②ニンジンは千切り、タケノコとシメジ、ネギは細
切り、春雨はゆでてから5cm程度に切る。
③鶏ひき肉とニンジン、タケノコ、シメジを炒め、
塩・コショウで味付けをする。
④③に春雨とネギを加え、水で溶いた片栗粉を入
れて軽く炒めた後、具材を8等分する。
⑤薄焼き卵を4枚つくる。
⑥キャベツの葉を広げ、4枚は卵と④の具材、残り
4枚はハムと④の具材をのせて巻き込む。
⑦食べやすい大きさに切り、からししょうゆやお好
みのドレッシングを添える。

【材料（4人分）】
◆春キャベツの葉（大） 8枚
◆ニンジン ……………80g
◆ゆでタケノコ ………50g

◆ネギ ……………50g
◆シメジ …………50g
◆春雨（乾） ………20g

◆鶏ひき肉 ……200g
◆卵 ………………2個
◆ハム ……………4枚

＜調味料＞
◇塩・コショウ …少々
◇水 …………大さじ1
◇片栗粉 ……大さじ1

準特選 「大簾峠の雲海」

 特選 「紅葉勇美」

準特選 「秋音」 準特選 「花一輪」

準特選 「夢幻」
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